
 

 

ネコの群れの中のトラ  
 カウンセリングときくと、弱っている人が癒される場所であったり、障碍を持った人が

トレーニングを受ける所だと思われる方が多いようです。実際そういうところもあるので

すが、それがすべてではありません。 

私が強く感じていることですが、ただ弱っているだけの人であれば、お医者さんの治療

や、福祉士さんたちの支援、弁護士さんのアドバイスが効果が早くて有効ではないでしょ

うか。 

 では、どんな方がカウンセリングを必要とされているか・・・ 

それは、自分の『強み』を発揮したい人です。何がご自分の強みか、ご自身で気がついて

おられなかったり、ご家庭や職場の環境によっては、せっかくの能力が全く活かせず、む

しろ『弱み』になってしまう人も在ります。そんなふうに長い時間を費やして自信を失く

してしまった人は、確かに『弱っている人』とも言えますが、やはり、その人が「本来の

能力を発揮して生きることを求めている」かどうかが、カウンセリングの必要性を高める

のです。 

 

 最近、私が意識しだしたことですが、こちらにご相談にいらっしゃる人たちの大半が、

ご自分の能力をきちんと把握しておられないようです。 

ある20代半ばの青年は、営業成績で何度も社内の賞をもらっているのですが、嬉しいと

感じたことがありません。これくらいは当たり前、それよりも取引先で言われた嫌味の言

葉をいつまでも引きずってしまい、いつも気持ちが落ち込んでいます。 

別の30代のエンジニアさんは、上司の指示が無謀だと思いながら、いつも言い出せずに

います。そして、ご自分が想像した通り、ほうぼうに頭を下げて回っています。 

何処にでも、誰にでも、少なからず起こりうる状況ではありますが、そんな状況を数週

間、数か月と過ごすうちに、人は次第に動けなくなっていきます。 

どうすれば楽になれるか、どうすれば嫌な思いをしなくて済むか、誰もが頭ではわかって

いるけれど、実際には変われない、変えることはできないと思ってしまうのです。 

  

 あなたは、人が「変わりたいのに変われない」というとき、その理由や原因について考

えたことはあるでしょうか。これは考えてみると、「意地悪をしてくる人」よりも、「お節

介を焼いてくる人」のほうが、その行為をやめさせるのが難しいことに似ています。 

前者は悪いことをしているという自覚があり、また、こちらも悪い人として扱うこともで

きますが、後者は良いことをしているつもりの人であり、こちらも無下にすることが憚ら

れてしまうという心理が働きます。 

 頭では「変わりたい」と思いながら、実際の行動を変えることができないのは、自分を

変えることが、誰かの期待を裏切るとか、楽をしてずるいなどと「悪いこと」をしてしま

う感覚に陥っている場合があります。または、何かを変えるとなると、現状得ている「良

いこと」まで失ってしまう不安や、これまでの自分を全否定してしまう感覚に苛まれてし

まう人も居ます。 

こうした『思い込み』をひも解きながら、ご自分の『強み』を引き出していく作業がカウ

ンセリングといえます。 

 休職して病院に通い、しっかりと療養をしていても回復がみられない人たちの中には、

 



 

 

そのような”作業”を必要とされている人が沢山おられます。 

昔に比べると、社会には「弱っている人」に対して、いくつもの救済や支援が用意されて

います。それらの措置が多くの「弱っている人」を助けていることは事実ですが、マイナ

スまで下がった人のエネルギーをゼロにすることは手伝えても、社会復帰できる段階、つ

まり、ゼロからプラスにまで上げることまではできません。ゼロをプラスに変えるには、

周囲に支えられたり、守られるだけでは無理があり、ご本人が負荷や労力を引き受けてい

かねばなりません。 

世の中的には、相手に負荷や労力をかけさせることを良しとしない風潮があります。しか

しながら、楽な運動しかしない人に体力はつきませんし、わかる問題しか解かない人は賢

くはなれないように、「弱っていた人」が庇われ続けていても、『強みを活かす人』には成

れません。それどころか、休んでいる時間の経過とともに不安が膨らみ、踏み出す勇気が

失われ、自己嫌悪や罪悪感が新たなストレスとなり更なる不定愁訴（原因不明の多彩な身

体症状）に悩まされる人が少なくありません。 

 私は、体調を崩されて、或いはこころを不穏にされて、充分な療養をとられたところま

でが、その人のリセットだと考えています。リセットしてゼロになった状態でこれまでの

ことを振り返ると、これからプラスに変えていくための材料や根拠がみえてきます。 

 

  様々な人たちが、ご自分の『強み』を見つけられず、或いは活かせずに『リセット』

されていらっしゃいます。そんな方々の中に私はある共通点を見出します。それは“実は

トラだった”という点です。 

本当はその方が自分で思っているよりも能力は高かった・・・でも、上司から言われたか

らとか、会社での評価は高くなかったからなどという理由から、ご自分自身でレッテルを

貼ってしまい、発揮するどころか否定していた・・・その結果、自信を失い、変な例えで

申し訳ないのですが、ネコの群れの中にトラであるあなたが混じっています。ネコたちは

トラを恐れて距離をおいたり、また、トラの発想や行動が理解できず不当な扱いをしてし

まいます。強気でいられるトラならば、その能力の差を遺憾なく発揮して、やがてネコの

群れをリーダーとして率いるかも知れません。しかし、まじめで優し過ぎるあなたは、ネ

コたちに気を遣い、力加減をしてネコ並みに合わせたり、調子に乗ったネコたちから噛み

つかれたり爪を立てられても反撃せず、自分の不甲斐なさを責めたりするのです。 

 

 「弱ったトラ」はご自分がトラであることを忘れ、いや、気づいておられないことが多

く、カウンセリングを通して、トラとしての能力と誇りを取り戻していかれます。そし

て、ネコの群れへと社会復帰してネコたちに懐かれる人、同じトラの群れを求めて挑戦さ

れる人、トラとしての『強み』の活かし方はひとつではないようです。 

世の中は「弱っている人」への対応と「弱ったトラ」への対応の違いにまだ気づいていな

いようです。 

あなたの目に「弱っている人」として映る人たちの中には、『眠れるトラ』が紛れているこ

ともあります。そんな時は私にご一報いただけると幸いです。 
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